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(２)検証の方法－総合的、客観的かつ多角的に－

(３)裁判の独立とプライバシーの確保

(４)透明性の高い検証

3. 検証項目（基本的視点）

(１)定量的・統計的調査分析と定性的・評価的調査分析

(２)民事・刑事の区別と事件類型による検証

(３)全国で全ての事件を対象に

(４)モニター方式の採用

4. モニター方式の例としての「福岡方式における実験」の紹介

(１)福岡での検証
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